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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動モータからの駆動力を伝達する第１動力伝達系及び第２動力伝達系を有する動力伝
達装置において、
　前記第１動力伝達系及び前記第２動力伝達系に機械的に接続される位置で駆動モータを
取り付けるための第１取付部と、
　前記第１取付部とは異なる位置に設けられ、前記第１動力伝達系及び前記第２動力伝達
系のうち前記第１動力伝達系にのみ機械的に接続される位置で駆動モータを取り付けるた
めの第２取付部と、
　前記第１取付部及び前記第２取付部とは異なる位置に設けられ、前記第１動力伝達系及
び前記第２動力伝達系のうち前記第２動力伝達系にのみ機械的に接続される位置で駆動モ
ータを取り付けるための第３取付部と、を有し、
　駆動モータの数を変更する際、駆動モータの取り付け位置を前記第１取付部、又は前記
第２取付部と前記第３取付部に変えるのみで、前記第１動力伝達系と前記第２動力伝達系
を駆動可能であることを特徴とする動力伝達装置。
【請求項２】
　前記第１取付部に駆動モータが取り付けられている時、前記第１取付部に取り付けられ
た駆動モータとの干渉によって、前記第２取付部及び前記第３取付部に駆動モータを取り
付けることが禁止されることを特徴とする請求項１記載の動力伝達装置。
【請求項３】
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　前記第２取付部及び前記第３取付部に駆動モータが取り付けられている時、前記第２取
付部及び前記第３取付部に取り付けられた駆動モータとの干渉によって、前記第１取付部
に駆動モータを取り付けることが禁止されることを特徴とする請求項１記載の動力伝達装
置。
【請求項４】
　シート材を給送する給送部と、
　シート材に画像を形成する画像形成部と、
　未定着画像をシート材に定着する定着部と、
　請求項１から３のいずれか１つに記載の動力伝達装置と、を有し、
　前記動力伝達装置により前記給送部、前記画像形成部、前記定着部を駆動することを特
徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は複写機、レーザービームプリンタ、ファクシミリ等の電子写真方式、静電記録方
式を用いた画像形成装置に関するものであり、特に駆動伝達部に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、複写機やプリンタ等の画像形成装置においては急速に高速化やカラー化、高画質化
さらに低コスト化が進んでいる。現在のレーザービームプリンタにおいては、シート材給
送部、シート材上への画像形成部、シート材上のトナー像の定着する定着部とを備えるも
のが主流となっている。
【０００３】
図8、図9を参照して従来のレーザービームプリンタについて説明する。図8はレーザービ
ームプリンタの概略構成断面図、図9は駆動伝達部の概略図である。
【０００４】
まず、シート材の流れに沿って概略的な構成を説明する。シート材給送部1内のカセット1
1内に積載収納されているシート材Ｓが、反時計回り方向に回転する給紙ローラ12によっ
て最上位のシートから順に繰り出され、搬送ローラ対13、14により画像形成部2に送られ
る。画像形成部2ではレーザスキャナ21によって、画像情報に応じたレーザー光を時計回
り方向に回転している感光体22上に照射され、感光体22上には静電潜像が形成される。こ
の静電潜像はプロセスカートリッジ23内の現像部(不図示)にてトナー現像される。画像形
成部2にて画像を未定着画像として転写され、定着部3に送られてくる。定着部3を通過し
て定着処理を終えたシート材は搬送ローラ対31により搬送され排出される。上述の過程に
おいてシート材給送部1、画像形成部2、定着部3を駆動する駆動伝達部4について詳細に説
明する。
【０００５】
図９に示すように、駆動伝達部４には側板401にメインモータ取り付け穴402が開けられて
おり、そこにメインモータ403が取り付けられている。メインモータ403のピニオン424は
ギア404と係合しており、ギア404は感光体22とカップリングにより結合し感光体22に駆動
を伝達する。感光体22からはアイドラギア(不図示)を介してプロセスカートリッジ23内の
トナー攪拌のための駆動を伝達している。
【０００６】
また、ピニオン424はギア405とも係合しており、ギア406、407、408を介して給紙ローラ1
2に駆動を伝達し、また、ギア406、407、409を介して搬送ローラ対13を、ギア406、407、
410を介して搬送ローラ対14に駆動を伝達している。
【０００７】
さらに、ギア411～423を介して定着部3、排紙ローラ対31に駆動を伝達している。本構成
においては一つのメインモータ403により給送部1、画像形成部2、定着部3に駆動を伝達す
る構成である。
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【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
上述の構成において、装置の高速化、画像の高画質化対応することを考えると、高速化に
対応して定着部での定着性を向上するために加圧力のアップ、画像の高精度化を求めるた
めにメインモータ403のピニオン424の精度向上が必要である。また、プロセスカートリッ
ジの大容量化対応することを考えると、トナーの攪拌トルクが増加する。さらに、感光体
22の超寿命化が必要となる。
【０００９】
この結果、メインモータ403の出力は増大し、単一のモータではモータ外径が大きくなり
装置に収めることが出来ない。また、感光体の寿命を延ばすためにシート材の転写時以外
に感光体22を停止させる必要があり、別の制御が必要となる。この結果、複数個のモータ
で装置に駆動伝達する必要がある。しかし、上記した従来の駆動伝達部4においては、複
数個のモータに対応はしておらず、装置の高速化、高画質化、プロセスカートリッジの大
容量化に対応するためには別の駆動伝達部が必要となる。
【００１０】
このように、装置の高速化、高画質化、プロセスカートリッジの大容量化などを行おうと
すると、トルクアップ、回転数アップ、感光体の長寿命化のために複数個のモータが必要
となり、複数個のモータで装置に駆動を伝達するための別の駆動伝達部が必要となる。こ
の結果、容易に変更することは出来なく、コストアップが生ずる。
【００１１】
本発明は上記問題を解決するためになされたもので、装置を高速化、高画質化、プロセス
カートリッジの大容量化などを行うときに同一の駆動伝達部を用い、容易に複数個のモー
タで駆動伝達できるように変更可能で、別の駆動伝達部を使用する必要を無くすることで
コストアップさせない画像形成装置を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記目標を達成するために、本願第１の発明は、駆動モータからの駆動力を伝達する第
１動力伝達系及び第２動力伝達系を有する動力伝達装置において、前記第１動力伝達系及
び前記第２動力伝達系に機械的に接続される位置で駆動モータを取り付けるための第１取
付部と、前記第１取付部とは異なる位置に設けられ、前記第１動力伝達系及び前記第２動
力伝達系のうち前記第１動力伝達系にのみ機械的に接続される位置で駆動モータを取り付
けるための第２取付部と、前記第１取付部及び前記第２取付部とは異なる位置に設けられ
、前記第１動力伝達系及び前記第２動力伝達系のうち前記第２動力伝達系にのみ機械的に
接続される位置で駆動モータを取り付けるための第３取付部と、を有し、駆動モータの数
を変更する際、駆動モータの取り付け位置を前記第１取付部、又は前記第２取付部と前記
第３取付部に変えるのみで、前記第１動力伝達系と前記第２動力伝達系を駆動可能である
ことを特徴とする。
【００１３】
　上記目的を達成するために、本願第２の発明は、シート材を給送する給送部と、シート
材に画像を形成する画像形成部と、未定着画像をシート材に定着する定着部と、上述した
動力伝達装置と、を有し、前記動力伝達装置により前記給送部、前記画像形成部、前記定
着部を駆動することを特徴とする。
【００１４】
　このような構成とすることで、第１動力伝達系及び第２動力伝達系の構成を変えること
なく、一つの駆動モータで第１動力伝達系及び第２動力伝達系を駆動したり、複数のモー
タを用いて第１動力伝達系及び第２動力伝達系をそれぞれ駆動したりすることができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　（第１の実施の形態）
　第１の実施の形態について図1～図５を参照して説明する。図1は一つのモータで駆動力
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を伝達する場合の本体駆動伝達部の略断面図、図2は図1の背面図、図3はモータを取り付
けていない時の本体駆動伝達部の背面図、図4は２つのモータで駆動力を伝達する場合の
本体駆動伝達部の略断面図、図5は図4の背面図であり、機械的な構成は従来技術の項で説
明したものと同様であるため同じ構成には同一の符号を示す。また、画像形成装置の全体
および機能についての説明は省略し、本発明の特徴部分についてのみ説明する。
【００１６】
　本実施の形態における構成は、モータピニオンが第１動力伝達系のギア404および第２
動力伝達系のギア405と噛み合う位置に第1のモータ取り付け穴451を側板401に開けている
。また、側板401のうち、モータピニオンがギア405とのみ噛み合う位置に第2のモータ取
り付け穴452を開け、モータピニオンがギア404とのみ噛み合う位置に第3のモータ取り付
け穴453を開けている。
【００１７】
　それぞれのモータ取り付け穴451、452、453の位置関係は、第1のモータ取り付け穴451
の位置にモータを取り付けた際に、第2のモータ取り付け穴452及び第3のモータ取り付け
穴453のどちらの位置に対しても、第1のモータ取り付け穴451に取り付けられたモータと
の干渉によってモータを取り付けることが出来ない位置としている。
【００１８】
また、本実施の形態で使用しているモータは、一般的なアウターロータ型DCモータで、基
本構成は、ロータ501、ピニオン502、ハウジング503、基板504、取り付け板金505で構成
されている。第1および第2のモータ取り付け穴451、452に取り付けられるモータ(以下、A
モータ)と、第3のモータ取り付け穴453に取り付けられるモータ(以下、Bモータ)は、取り
付け板金505、基板504、ロータ501の形状が異なる。
【００１９】
次に機能について説明する。
【００２０】
　まず、一つのモータで画像形成装置の駆動力の伝達を行なう場合、図１および図２に示
すように、Aモータを第1のモータ取り付け穴451に取り付ける。この取り付け状態におけ
る駆動伝達系は、図９に示す従来例と同様なので、その機能についての説明は省略する。
【００２１】
Aモータを第1のモータ取り付け穴451に取り付けた際には、第2のモータ取り付け穴452はA
モータの取り付け板金505で覆い隠されてしまい、別のモータを第2の取り付け穴452に取
り付けることが出来ない。
【００２２】
次に、第3のモータ取り付け穴453にBモータを取り付けようとすると、モータの取り付け
板金どうしが干渉し取り付けることが出来ない。また、図３に示すように、Bモータを第1
のモータ取り付け位置451に取り付けようとすると、取り付け板金505の形状が異なるため
に、Bモータの取り付け板金におけるビス穴が側板401に形成されたねじ部に合わず、ビス
留めする事が出来なくなり、取り付けることは出来ない。
【００２３】
　このように、一つのモータで装置全体に駆動力を伝達する場合に、第2、第3のモータ取
り付け位置に誤ってモータを取り付けることで装置やモータ、ギア等を破損することはな
く、モータの種類を間違えることもない。
【００２４】
　次に、装置の高速化、高画質化、プロセスカートリッジの大容量化に対応させる場合に
おいては、図4、図5に示すように、同一の駆動伝達部を用い、画像形成部に独立で駆動力
を伝達するために、第3のモータ取り付け穴453にBモータを取り付ける。また、給送部お
よび定着部への駆動力の伝達のために第2のモータ取り付け穴452にAモータを取り付ける
。
【００２５】
このときに、Aモータを第3のモータ取り付け穴453に取り付けようとすると、前述の場合
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と同様に、第３のモータ取り付け穴453に対するAモータの取り付け板金の形状が異なるた
めにビス留めする事が出来ず、取り付けることはできない。また、Bモータを第1、第2の
モータ取り付け穴451、452に取り付けようとした場合にも同様に取り付け板金の形状が異
なるためにビス留めする事が出来ず、取り付けることが出来ない。
【００２６】
　次に、機能についてシート材の流れに沿って説明する。プリントジョブが装置に入力さ
れると、シート材の画像形成部への搬送と、画像形成部から定着部への搬送、排紙のため
に第2のモータ取り付け穴452に取り付けられているAモータが回転を開始する。
【００２７】
　一枚目のシート材が搬送ローラ対14付近まで搬送され、定着部の温調やスキャナーなど
のプリント準備が完了した時に第3のモータ取り付け穴453に取り付けられているBモータ
が回転を開始する。そして一つのプリントジョブの画像形成がすべて終了した直後にBモ
ータの回転は停止する。その後、シート材への画像形成が終了し、そのシート材を定着部
へ搬送、排紙した後、Aモータの回転は停止し、プリントジョブが終了する。
【００２８】
この時、トルクの増加した定着部と、プロセスカートリッジを別駆動とすることで、個々
のモータの出力は小さくて済むので、モータの小型化が可能である。また、感光体22を必
要なときのみに回転させることが出来るために感光体の寿命が延びる。
【００２９】
　したがって、本実施の形態においては、駆動伝達部の構成を変更せずに、一つのモータ
を用いて装置の全ての駆動伝達部に駆動力を伝達することや、モータの取り付け位置を変
えるだけで複数の駆動系（第１動力伝達系及び第２動力伝達系）を複数のモータを用いて
別々に駆動することが出来る。
【００３０】
　また、本実施の形態では、一つのモータで駆動力を伝達する時に、他のモータ取り付け
穴へのモータの取り付けは出来ない。さらに、その逆も出来ない。モータ取り付けの際の
誤った取り付けを防止する手段としては、本実施の形態においてはモータの取り付け板金
の形状を異ならせる事により行なったが、基板形状、ハウジング形状、モータピニオン形
状等を異ならせることで行っても良い。
【００３１】
（第2の実施の形態）
第2の実施の形態について図6、図7を参照して説明する。
【００３２】
　図6は、一つのモータで駆動力を伝達する場合の本体駆動伝達部の略断面図、図7は2つ
のモータで駆動力を伝達する場合の本体駆動伝達部の略断面図であり、機械的な構成は図
９に示す従来例と同様であるため同じ構成には同一の符号を示す。また、画像形成装置の
全体および機能についての説明は省略し、本発明の特徴部分についてのみ説明する。
【００３３】
　本実施の形態における構成は、モータピニオンが第１動力伝達系のギア432および第２
動力伝達系のギア434と係合する位置に第1のモータ取り付け穴451が側板401に開けられて
いる。そして、ギア432を含み、ギア432を介して動力が伝達されるギア列（第１動力伝達
系）と、ギア434を含み、ギア434を介して動力が伝達されるギア列（第２動力伝達系）と
は別々の駆動伝達系をなしている。
【００３４】
　また、側板401のうち、モータピニオンがギア432とのみ係合する位置に第2のモータ取
り付け穴452が開けられ、ギア413とのみ係合する位置に第3のモータ取り付け穴453が開け
られている。
【００３５】
　それぞれのモータ取り付け穴451～453の位置関係は、第1のモータ取り付け穴451にモー
タを取り付けた際に、第2のモータ取り付け穴452及び第3のモータ取り付け穴453のどちら
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の位置へもモータを取り付けることが出来ない位置である。
【００３６】
　また、本実施の形態で使用しているモータは一般的なアウターロータ型DCモータで基本
構成は第1の実施の形態で説明したものと同様である。第1および第2のモータ取り付け穴4
51、452に取り付けられるモータ(以下、Aモータ)と、第3のモータ取り付け穴453に取り付
けられるモータ(以下、Bモータ)は、ハウジング503の形状が異なり、Aモータのハウジン
グ503Aは外径がφ20であるのに対して、Bモータのハウジング503Bは外径がφ18でキー形
状部が設けられている。
【００３７】
次に機能について説明する。
【００３８】
　まず、図6に示すように、一つのモータで装置に駆動力を伝達する場合では、Aモータを
第1のモータ取り付け穴451に取り付ける。機能については従来例と同様であるために省略
する。
【００３９】
Aモータを第1のモータ取り付け穴451に取り付けた際には、第2のモータ取り付け穴452は
モータの取り付け板金505で覆い隠されてしまい、別のモータを取り付けることが出来な
い。
【００４０】
次に、第3のモータ取り付け穴453にモータを取り付けようとすると、第1の実施の形態と
同様にモータの取り付け板金どうしが干渉し取り付けることが出来ない(不図示)。また、
Bモータを第1のモータ取り付け位置451に取り付けようとすると、ハウジングの外径が異
なること、およびキー形状が側板401に干渉するために、取り付けることは出来ない。
【００４１】
　このように、モータ一つで装置全体に駆動力を伝達する場合に、第2、第3のモータ取り
付け穴452、453に誤ってモータを取り付けることで装置やモータ、ギア等を破損すること
はなく、モータの種類を間違えることもない。
【００４２】
　次に、装置の高速化、高画質化、プロセスカートリッジの大容量化に対応させる場合に
おいては(図7参照)、同一の駆動伝達部を用い、定着部に独立で駆動力を伝達するために
第3のモータ取り付け穴453にBモータを取り付ける。また、給送部および画像形成部への
駆動力の伝達のために第2のモータ取り付け穴452にAモータを取り付ける。
【００４３】
このときに、Aモータを第3のモータ取り付け穴453に取り付けようとすると、ハウジング
の外径が異なるために、取り付けることはできない。また、Bモータを第1、第2のモータ
取り付け穴451、452に取り付けようとした場合には、ハウジングの外径が異なること、お
よびキー形状が側板401に干渉するために、取り付けることは出来ない。
【００４４】
　次に機能についてシート材の流れに沿って説明する。プリントジョブが装置に入力され
るとシート材の画像形成部への給送と、画像形成のために第2のモータ取り付け穴452に取
り付けられているAモータ、定着部およびシート材の排出のために第3のモータ取り付け穴
453に取り付けられているBモータが回転を開始する。
【００４５】
　そして一つのプリントジョブの画像形成がすべて終了した直後にAモータの回転は停止
する。その後、シート材の未定着画像の定着が終了し、そのシート材の排紙を行った後、
Bモータの回転は停止し、プリントジョブが終了する。
【００４６】
　この時、トルクが増加し、回転数の上がった定着部と、プロセスカートリッジを別駆動
とすることで、個々のモータの出力は小さくて済むので、モータの小型化が可能である。
また、感光体22を必要なときのみに回転させることが出来るために感光体の寿命が延びる
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【００４７】
したがって、本実施の形態においては同一の駆動伝達部を用いて、一つのモータで装置全
てを駆動することや複数個のモータを用いて装置を駆動することが出来る。
【００４８】
　また、一つのモータで駆動力を伝達する時に、他のモータ取り付け穴へのモータの取り
付けは出来ない。さらに、その逆も出来ない。
【００４９】
　なお、本実施の形態において、モータ取り付けの際の誤った取り付けを防止する手段と
して、ハウジング形状を異ならせる事により行なったが、基板形状、取り付け板金形状、
モータピニオン形状等を異ならせることで行っても良い。
【００５０】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、１つの駆動モータ用のモータ取り付け位置と、複
数の駆動モータ用のモータ取り付け位置に選択的にモータを取り付けるだけで、動力伝達
系（第１動力伝達系及び第２動力伝達系）の構成を変更することなく、一つのモータで上
記動力伝達系を駆動したり、必要に応じて複数個のモータを用いて上記動力伝達系を駆動
したりすることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第1の実施形態である本体駆動伝達部の略断面図で、モータ一つで駆動
伝達する構成を示す。
【図２】図１の背面図。
【図３】本発明の第１の実施形態である本体駆動伝達部の背面図で、モータが取り付いて
いない状態を示す。
【図４】本発明の第1の実施形態である本体駆動伝達部の略断面図で、モータ二つで駆動
伝達する場合を示す。
【図５】図４の背面図
【図６】本発明の第２の実施形態である本体駆動伝達部の略断面図で、モータ一つで駆動
伝達する場合を示す。
【図７】本発明の第２の実施形態である本体駆動伝達部の略断面図で、モータ二つで駆動
伝達する場合を示す。
【図８】従来のレーザービームプリンタの主要部の構成概略断面図。
【図９】従来の駆動伝達部の概略図。
【符号の説明】
１ シート材給送部
１１ カセット
１２ 給紙ローラ
１３、１４ 搬送ローラ対
２ 画像形成部
２１ レーザスキャナ
２２ 感光体
２３ プロセスカートリッジ
３ 定着部
３１ 搬送ローラ対
４ 駆動伝達部
４０１ 側版
４０２ メインモータ取り付け穴
４０３ メインモータ
４０４～４２３ ギア
４３１～４３４ ギア
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４５１ 第1のモータ取り付け穴
４５２ 第二のモータ取り付け穴
４５３ 第三のモータ取り付け穴
５０１ ロータ
５０２ ピニオン
５０３ ハウジング
５０４ 基板
５０５ 取り付け板金

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】



(11) JP 4078097 B2 2008.4.23

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０１－１９６０７３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－０３５２４８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－０５１５７６（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－０４５２６３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１４２８７６（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２９５９５１（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２６７５４４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－２３１２９４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G03G15/00-15/32G03G21/00-21/18
              F16H37/00～37/04


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

